
実施状況確認チェックシートの解説
（案）

＜向上活動の実施状況の確認＞

市町村担当者向け

平成２４年１１月

＜本解説の位置付け＞
本解説は、農地・水保全管理支払交付金の実施要領（別記３－

１）に示されている「市町村が行う対象組織の共同活動及び向上活
動の実施状況の確認について」の事務処理方法等について、実際
に使用する書類の様式等を参照しながら、その手順とチェックポイ
ントを市町村担当者にお示しするものです。



Ⅰ．市町村における実施状況の確認の流れ

市町村は、協定に定められた事項の実施状況について、対象組織から提出された
書類の確認及び現地確認により確認を行います。確認結果について、地域の推進体
制を通じて、地方農政局等へ提出します。

国
（地方農政
局等）

地域の
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実施状況の報告
毎年度、事業の実

施状況について市町
村長に報告

作成書類：実績報告書
＜添付書類＞
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・金銭出納簿
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チェックシート（書類
確認用）による確認

チェックシート（現地
確認用）による確認

毎年度、全地区
について実施

活動期間中に
一回以上実施
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実施状況の確認フロー図

作成書類：確認通知書
＜添付書類＞
・チェックシート
（写し）
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4
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□

□

□

□

□

　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

（確認内容）
活動記録のうちの一番早い活動日が、実績報告書の交付決定日以降となっていることを確認。(交付決定前に
事業着手している場合は、交付決定前着手届け（様式第2-5号）が提出されていることを確認)

（確認内容）
実績報告書の事業完了日が、活動記録のうちの一番遅い活動日以降となっていることを確認。

⑤活動

（確認内容）
実績数量のある実施内容ごとについて、それぞれ活動記録で活動が実施されていることを確認。

「実施時期」は、現地確認立会人からの聞き取りにより記入する。複数回実施している場合には、最終実施時期を記入する。

「保全管理の状況の適否」は、水路・農道等の保全管理活動が適正に行われていることを目視及び聞き取り等により確認する。

「保全管理の状況の適否」欄の（　　）には、否と判定した理由を具体的に記入する。

保全管理が適切に実施されていない場合には、活動を適正に実施するように指導する。指導を踏まえた活動の実施状況を確認
し、「摘要」欄に是正措置を記入する。

施設区分 保全管理の状況の適否

　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

該当する施設がない場合には、「摘要」欄に「該当なし」と記入する。

ため池

平成　　年　　月

平成　　年　　月

摘要

２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認

水路

農道

実 施 時 期

平成　　年　　月

⑥支出額

（確認内容）
金銭出納簿に記載された主要な支出項目の領収書を確認。

注：すべての項目について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

要綱別紙２第２の３の活動組織について、水路・農道等の保全管理活動の実施状況の現地確認を行う

確認項目とその内容

①予算額

（確認内容）
実績報告書の「予算額」と金銭出納簿の「収入額の合計」の金額が一致していることを確認。

（確認内容）
実績報告書の「精算額」と金銭出納簿の「支出額の合計」の金額が一致していることを確認。

②精算額

事業の成果

事業期間

交付金の
精算額

③事業着手の時期

④事業完了の時期

対象組織名 現地確認立会人

事項 チェック欄

注：現地確認立会人は、「２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認」を実施する場合に記入する。

１．書類確認

□

（別記３－１様式第４号）

向上活動支援　実施状況確認チェックシート

確認年月日：平成　年　月　日

市町村名
確認者

（所属、氏名）

Ⅱ．実施状況の確認方法

※（２）
Ｐ4参照

※（３） P5参照

※（４） P6参照

１．書類確認について
１－１．書類確認の対象地区

書類確認は、毎年、全地区を対象として実施します。

１－２．書類確認の方法
市町村は、実施状況確認チェックシート（別記３－１様式第４号）に基づき、確認を行

います。
確認を行う際の具体的な方法について、該当するページをご覧ください。

2

■ 書類確認

※（１）
Ｐ3参照

※（５） P７参照



（１）交付金の精算額の確認方法：①予算額、②精算額

実績報告書の「１．交付金の精算額」欄の①予算額と②精算額について、
金銭出納簿に記入されている金額（収入支出）と整合しているか確認します。

3

■ 書類確認

組織名： ○○地区環境保全会

水路 農道 ため池 事務費 計

8月7日
向上活動支援交付金の受取（国
分）

1,176,000 1,176,000 250,000 250,000 250,000 250,000 200,000 200,000 1,876,000

8月18日
向上活動支援交付金の受取（地方
分）

1,176,000 2,352,000 250,000 500,000 250,000 500,000 200,000 400,000 3,752,000

8月25日 ①
水路の破損部分の
補修

目地材購入 89,150 89,150 2,262,850 500,000 500,000 400,000 3,662,850 ①-1
・

・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

8月25日 ④
活動組織の広域
化・体制強化

活動状況管理用パソコンの購入 2,262,850 500,000 500,000 85,000 315,000 3,577,850 ④-１

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

10月28日 ①
Ｕ字フリューム等既
設水路の再布設

施工機械のリース代 78,000 78,000 1,508,250 412,348 453,890 128,970 2,503,458 ①-７

11月6日 ②
循環かんがい施設
の保全等

スクリーンのゴミ除去作業の日当
（10/22,23施工分）

1,508,250 30,000 382,348 453,890 128,970 2,473,458 ②-３

11月6日 ①
水路の破損部分の
補修

水路の据付作業の日当（10/28,29
施工分）

60,000 60,000 1,448,250

・
・

・
・ 453,890 128,970

・
・

①-８

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

11月12日 ② 水田魚道の設置 Ｕ字管の購入 863,000 157,122 101,810 425,000 83,000 1,472,810 ②-６

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

11月26日 ① 事務
コピー用紙とプリンター用のインク
購入

14,552 14,552 438,600

・
・

・
・

・
・ 216,800

・
・

・
・ 79,000

・
・

①-２２

11月27日 ① ため池
ため池の補修作業の日当
（11/10,11施工分）

30,000 30,000 408,600

・
・

・
・

・
・ 216,800

・
・

・
・ 79,000

・
・

①-２３

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1月22日 ② 事務 USBメモリの購入 38,700 2,000 22,540

・
・

・
・ 48,010

・
・

・
・ 54,092 163,342 ②-９

1月25日 ③
地域資源保全プラ
ンの策定

地域資源保全プラン策定のための
検討会開催に係る講師謝金

38,700 22,540 25,000 23,010 25,000 32,912 117,162 ③-９

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

2月6日 預金利子 1,000 31,536

小　　計 2,353,000 1,393,000 0 913,912 14,552 2,321,464 31,536 500,000 477,460 22,540 500,000 467,088 32,912 400,000 387,010 12,990 99,978

31,536 22,540 32,912 12,990 67,066

3月XX日
向上活動支援交付金の返還（国
分）

15,768 15,768 15,768 11,270 11,270 16,456 16,456 6,495 6,495 33,533

3月XX日
向上活動支援交付金の返還（地方
分）

15,768 15,768 0 11,270 0 16,456 0 6,495 0 0

0

合　　計 2,353,000 1,393,000 0 913,912 46,088 2,353,000 0 500,000 500,000 0 500,000 500,000 0 400,000 400,000 0 0

残高合計
（円）

領収書
等番号収入（円） 支出（円） 収入（円） 支出（円） 残高（円）残高（円） 収入（円） 支出（円）

平成○○ 年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援交付金　金銭出納簿

日付 分類 活動項目 内　　容

①施設の長寿命化のための活動 ②高度な農地・水の保全活動 ③地域資源保全プランの策定 ④活動組織の広域化・体制強化

残高（円）収入（円）
支出（円）

残高（円）

１．交付金の精算額

(1)施設の長寿命化の取組

円 円 円 円

(2)高度な農地・水の保全活動

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

 注：予算額を上段括書、精算額を下段に記載すること。

２．交付決定日 平成○ 年○ 月○ 日

３．事業完了日 平成○ 年○ 月○ 日

４．事業の成果

477,460

水路、遊休農地等における生物生息環境向上施
設の設置

1 箇所

1.3 事務費 14,552

4 活動組織の広域化・体制強化 整備済

3 地域資源保全プランの策定 策定済

小　計 3,653,022

2 循環かんがい施設の保全等 35 ha

2 水田魚道の設置 2 箇所

2

1.1 水路本体（補修） 350 ｍ

1.1 ため池本体（補修） 2 箇所 913,912

1.2 水路本体（更新） 50 ｍ
1,393,000

活動区分 実施内容 実績 金額（円）

477,460 238,730 238,730 0

(400,000) (200 ,000) (200 ,000)
387,010 193,505 193,505 0

(3)地域資源保全プランの策定

(4)活動組織の広域化・体制強化

(500 ,000) (250 ,000) (250 ,000)
467,088 233,544 233,544 0

(250,000)

平成○○ 年度　農地・水保全管理支払交付金実績報告書

事業費
交付金の精算額

その他
国分 地方分

467,088

387,010

(2 ,352 ,000) (1 ,176 ,000) (1 ,176 ,000)
2 ,321 ,464 1,160 ,232 1,160 ,232 1,000

(500,000) (250 ,000)

金銭出納簿の収入欄の計と比
較し、預金利子を除く金額に
なっているか。（例の場合、金
銭出納簿の値より、利子1,000
円分低くなっている。）

金銭出納簿の支出欄の計と同
じ金額になっているか。

①‐1予算額

②‐1精算額

①‐2

②‐2

①‐3

②‐3

①‐4

②‐4

①‐1

②‐1

①‐2

②‐2

①‐3

②‐3

①‐4

②‐4

④預金利子や地元負担
分はここに計上

予算額（上段）と精算額（下段）
の差額が、金銭出納簿の返還
額と同じ金額になっているか。

③上段と下段の
差額＝返還額

③

金銭出納簿の各項目の
支出欄の計と同じ金額に
なっているか。

②‐2

②‐3

②‐4

④



（様式第２－５号）

6.5 時間 13 人 10 人 3 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

6 水路目地を補修した。 ○

2.0 時間 3 人 2 人 1 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

7
ホームセンターに行きＵ字
管を購入した。

○

時間 人 人 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

3.0 時間 10 人 8 人 2 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

プラン策定のための検討
会を開催

○

時間 人 人 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

2.0 時間 4 人 4 人 0 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

総会の準備

・地域資源保全プランの策定

・事務

平成○○ 年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援

組織名：○○地区環境保全会

活動実施日時 活動参加人数

備考 日当の支払
実施月日

実施時間

時間帯 実施時間
総参加人数 農業者 農業者以外

2月15日
10時00分～
12時00分

1月25日
13時30分～
15時30分

・
・
・

活動記録

活動内容

・水路の破損部分の補修

・水田魚道の設置

No.

・
・
・

11月6日
9時00分～
16時30分

11月12日
9時30分～
11時30分

１．交付金の精算額

(1)施設の長寿命化の取組

円 円 円 円

(2)高度な農地・水の保全活動

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

 注：予算額を上段括書、精算額を下段に記載すること。

２．交付決定日 平成○ 年○ 月○ 日

３．事業完了日 平成○ 年○ 月○ 日

４．事業の成果

467,088

387,010

(2 ,352,000) (1 ,176,000) (1 ,176 ,000)
2 ,321,464 1,160,732 1,160,732 0

(500,000) (250,000) (250 ,000)

事業費
交付金の精算額

その他
国分 地方分

477,460 238,730 238,730 0

(400,000) (200,000) (200 ,000)
387,010 193,505 193,505 0

(3)地域資源保全プランの策定

(4)活動組織の広域化・体制強化

(500,000) (250,000) (250 ,000)
467,088 233,544 233,544 0

活動区分 実施内容 実績 金額（円）

1.1 水路本体（補修） 350 ｍ

1.1 ため池本体（補修） 2 箇所 913,912

1.2 水路本体（更新） 50 ｍ
1,393,000

477,4602 水田魚道の設置 2 箇所

2
水路、遊休農地等における生物生息環境向上施
設の設置

1 箇所

1.3 事務費 14,552

4 活動組織の広域化・体制強化 整備済

3 地域資源保全プランの策定 策定済

小　計 3,653,022

2 循環かんがい施設の保全等 35 ha

活動記録の一番早い活動日は、
交付決定日以降となっているか。
※交付決定日以前に活動が開始され

ている場合は、交付決定前着手届
が提出されていることを確認。

活動記録の一番遅い活動日以降
となっているか。

⑥事業完了の時期

平成○○年度 農地・水保全管理支払交付金実績報告書

（２）事業期間の確認方法：③事業着手の時期、④事業完了の時期
実績報告書の交付決定日と事業完了日について、活動記録と整合しているこ

とを確認します。

4

⑤事業着手の時期

■ 書類確認

⑤

⑥



（様式第２－５号）

6.5 時間 13 人 10 人 3 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

6 水路目地を補修した。 ○

2.0 時間 3 人 2 人 1 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

7
ホームセンターに行きＵ字
管を購入した。

○

時間 人 人 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

3.0 時間 10 人 8 人 2 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

プラン策定のための検討
会を開催

○

時間 人 人 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

2.0 時間 4 人 4 人 0 人

  □ 調査計画
  □ 設計作業
  □ 発注事務
　□ 設置等
  □ 事務処理

総会の準備

・地域資源保全プランの策定

・事務

平成○○ 年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援

組織名：○○地区環境保全会

活動実施日時 活動参加人数

備考 日当の支払
実施月日

実施時間

時間帯 実施時間
総参加人数 農業者 農業者以外

2月15日
10時00分～
12時00分

1月25日
13時30分～
15時30分

・
・
・

活動記録

活動内容

・水路の破損部分の補修

・水田魚道の設置

No.

・
・
・

11月6日
9時00分～
16時30分

11月12日
9時30分～
11時30分

１．交付金の精算額

(1)施設の長寿命化の取組

円 円 円 円

(2)高度な農地・水の保全活動

円 円 円 円

円 円 円 円

円 円 円 円

 注：予算額を上段括書、精算額を下段に記載すること。

２．交付決定日 平成○ 年○ 月○ 日

３．事業完了日 平成○ 年○ 月○ 日

４．事業の成果

467,088

387,010

(2 ,352,000) (1 ,176,000) (1 ,176 ,000)
2 ,321,464 1,160,732 1,160,732 0

(500,000) (250,000) (250 ,000)

事業費
交付金の精算額

その他
国分 地方分

477,460 238,730 238,730 0

(400,000) (200,000) (200 ,000)
387,010 193,505 193,505 0

(3)地域資源保全プランの策定

(4)活動組織の広域化・体制強化

(500,000) (250,000) (250 ,000)
467,088 233,544 233,544 0

活動区分 実施内容 実績 金額（円）

1.1 水路本体（補修） 350 ｍ

1.1 ため池本体（補修） 2 箇所 913,912

1.2 水路本体（更新） 50 ｍ
1,393,000

477,4602 水田魚道の設置 2 箇所

2
水路、遊休農地等における生物生息環境向上施
設の設置

1 箇所

1.3 事務費 14,552

4 活動組織の広域化・体制強化 整備済

3 地域資源保全プランの策定 策定済

小　計 3,653,022

2 循環かんがい施設の保全等 35 ha

実績が計上されている実
施内容について、活動記
録により活動の実施を確
認。

（３）事業の成果：⑤活動

実績報告書の「４．事業の成果」について、活動記録により、実施状況を確認し
ます。
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■ 書類確認

平成○○年度 農地・水保全管理支払交付金実績報告書

活動記録の参考として作
業日報が作成されている
場合には、作業日報で、
活動の内容を確認。



組織名： ○○地区環境保全会

水路 農道 ため池 事務費 計

8月7日
向上活動支援交付金の受取（国
分）

1,176,000 1,176,000 250,000 250,000 250,000 250,000 200,000 200,000 1,876,000

8月18日
向上活動支援交付金の受取（地方
分）

1,176,000 2,352,000 250,000 500,000 250,000 500,000 200,000 400,000 3,752,000

8月25日 ①
水路の破損部分の
補修

目地材購入 89,150 89,150 2,262,850 500,000 500,000 400,000 3,662,850 ①-1

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

8月25日 ④
活動組織の広域
化・体制強化

活動状況管理用パソコンの購入 2,262,850 500,000 500,000 85,000 315,000 3,577,850 ④-１

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

10月28日 ①
Ｕ字フリューム等既
設水路の再布設

施工機械のリース代 78,000 78,000 1,508,250 412,348 453,890 128,970 2,503,458 ①-７

11月6日 ②
循環かんがい施設
の保全等

スクリーンのゴミ除去作業の日当
（10/22,23施工分）

1,508,250 30,000 382,348 453,890 128,970 2,473,458 ②-３

11月6日 ①
水路の破損部分の
補修

水路の据付作業の日当（10/28,29
施工分）

60,000 60,000 1,448,250

・
・

・
・ 453,890 128,970

・
・

①-８

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

11月12日 ② 水田魚道の設置 Ｕ字管の購入 863,000 157,122 101,810 425,000 83,000 1,472,810 ②-６

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

11月26日 ① 事務
コピー用紙とプリンター用のインク
購入

14,552 14,552 438,600

・
・

・
・

・
・ 216,800

・
・

・
・ 79,000

・
・

①-２２

11月27日 ① ため池
ため池の補修作業の日当
（11/10,11施工分）

30,000 30,000 408,600

・
・

・
・

・
・ 216,800

・
・

・
・ 79,000

・
・

①-２３

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

1月22日 ② 事務 コピー用紙の購入 38,700 14,532 22,540

・
・

・
・ 48,010

・
・

・
・ 54,092 163,342 ②-９

1月25日 ③
地域資源保全プラ
ンの策定

地域資源保全プラン策定のための
検討会開催に係る講師謝金

38,700 22,540 25,000 23,010 25,000 32,912 117,162 ③-９

小　　計 2,352,000 1,393,000 0 913,912 14,552 2,321,464 30,536 500,000 477,460 22,540 500,000 467,088 32,912 400,000 387,010 12,990 98,978

30,536 22,540 32,912 12,990 66,066

3月XX日
向上活動支援交付金の返還（国
分）

15,268 15,268 15,268 11,270 11,270 16,456 16,456 6,495 6,495 33,033

3月XX日
向上活動支援交付金の返還（地方
分）

15,268 15,268 0 11,270 0 16,456 0 6,495 0 0

0

合　　計 2,352,000 1,393,000 0 913,912 45,088 2,352,000 0 500,000 500,000 0 500,000 500,000 0 400,000 400,000 0 0

残高合計
（円）

領収書
等番号収入（円） 支出（円） 収入（円） 支出（円） 残高（円）残高（円） 収入（円） 支出（円）

平成○○ 年度　農地・水保全管理支払交付金　向上活動支援交付金　金銭出納簿

日付 分類 活動項目 内　　容

①施設の長寿命化のための活動 ②高度な農地・水の保全活動 ③地域資源保全プランの策定 ④活動組織の広域化・体制強化

残高（円）収入（円）
支出（円）

残高（円）

金銭出納簿の中から抽出した項目について、領収書
と照合

領収書 ①－２３

領収書 ②－３

領収書 ④－１

対象組織より提出された
領収書のコピー

（４）事業の成果：⑥支出額

金銭出納簿の中の上位項目のうち、数項目を抽出し領収書と照合します。
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■ 書類確認



該当なし

注： 1

2

3

4

5

（別記３－１様式第４号）

向上活動支援　実施状況確認チェックシート

確認年月日：平成○ 年○ 月○ 日

市町村名 ○○市
確認者

（所属、氏名）
○○町　農業振興課　農林　太郎

対象組織名 ○○地区環境保全会 現地確認立会人 代表　農林　次郎

注：現地確認立会人は、「２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認」を実施する場合に記入する。

１．書類確認

事項 確認項目とその内容 チェック欄

交付金の
精算額

①予算額

□（確認内容）
実績報告書の「予算額」と金銭出納簿の「収入額の合計」の金額が一致していることを確認。

②精算額

□（確認内容）
実績報告書の「精算額」と金銭出納簿の「支出額の合計」の金額が一致していることを確認。

事業期間

③事業着手の時期

□（確認内容）
活動記録のうちの一番早い活動日が、実績報告書の交付決定日以降となっていることを確認。(交付決定前に
事業着手している場合は、交付決定前着手届け（様式第2-5号）が提出されていることを確認)

④事業完了の時期

□（確認内容）
実績報告書の事業完了日が、活動記録のうちの一番遅い活動日以降となっていることを確認。

事業の成果

⑤活動

□（確認内容）
実績数量のある実施内容ごとについて、それぞれ活動記録で活動が実施されていることを確認。

⑥支出額

□（確認内容）
金銭出納簿に記載された主要な支出項目の領収書を確認。

注：すべての項目について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

２．共同活動支援交付金を受けずに行う水路・農道等の保全管理活動の実施状況確認

要綱別紙２第２の３の活動組織について、水路・農道等の保全管理活動の実施状況の現地確認を行う

施設区分 実 施 時 期 保全管理の状況の適否 摘要

水路 平成２４ 年　８ 月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

農道 平成２５ 年　２ 月 　適　　否　（                                             ）
○月○日　△△地区の砂利補充を指示

○月○日　適切な実施を確認

保全管理が適切に実施されていない場合には、活動を適正に実施するように指導する。指導を踏まえた活動の実施状況を確認
し、「摘要」欄に是正措置を記入する。

該当する施設がない場合には、「摘要」欄に「該当なし」と記入する。

ため池 平成    年    月 　適　　否　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

「実施時期」は、現地確認立会人からの聞き取りにより記入する。複数回実施している場合には、最終実施時期を記入する。

「保全管理の状況の適否」は、水路・農道等の保全管理活動が適正に行われていることを目視及び聞き取り等により確認する。

「保全管理の状況の適否」欄の（　　）には、否と判定した理由を具体的に記入する。
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（５）保全管理活動の実施状況確認：⑦適否

共同活動支援交付金の交付を受けずに水路・農道等施設の保全管理活動を
行う組織に対し、当該施設の保全管理活動が適正に行われているのか、目視
及び聞き取り等により確認します。

・現地確認した結果を記入します。

・現地確認の結果、水路・農道等の保全管理が適切でない部分があると判断された場合は、保全管理活動の追加
実施について指導して下さい。その活動が行われた後に再度確認し、その結果をもって適否を判断するとともに、
摘要欄に追加実施内容を記入してください。

・水路・農道等の保全管理が適切に実施されなければ、本交付金を返還していただくこととなりますので注意願い
ます。

■ 書類確認



２．現地確認について

２－１．現地確認の対象組織

対策期間中に全ての対象組織について、一回以上現地確認を行うよう、毎年、計
画的に実施します。

２－２．現地確認の方法

市町村は、実施状況確認チェックシート（現地確認用）（Ｐ９）に基づき、現地確認を
行います。

事業量欄には、実績報告書の「事業の成果」に記入されている事業量を記入しま
す（対象外の施設及び活動については「－」を記入します）。

（１）活動の実施

事業量に記入のある、対象施設及び活動項目毎に活動の実施について確認しま
す。

実績報告書の「事業の成果」に記入された事業量について、現地で施工箇所数、
施工数量を確認します。施工数量については、図測による確認でも可能です。

（２）活動の実施についての所見

活動の実施について確認した結果、実績報告書の事業量と現地で確認した事業
量が一致しない場合、「（２）活動の実施についての所見」欄へ実績報告書の事業
量を修正して再提出を求める旨を記入します。

活動の実施が確認された場合には、「特になし」と記入してください。
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■ 現地確認

（活動の実施についての所見への記載例）

（例１） 水路の破損部分の補修を行った延長と、実績報告書に記載されている延

長が異なります。実績報告書の延長を修正して再提出してください。

（例２） 集水枡の補修箇所について、実績報告書に記載されている箇所数と合致

していません。実績報告書の箇所数を修正して再提出してください。

（例３） 実績報告書に農道本体○○ｍと記載されていますが、現地で施工場所の

確認ができません。活動記録及び金銭出納簿を再度確認し、修正した上で

実績報告書についても修正して再提出してください。

（例４） 水路魚道の設置は現地で確認できましたが、実績報告書に記載されてい

る対象面積が、図測の面積と合致しません。対象面積を再度算定し、面積

を修正して再提出してください。



確認年月日：平成○年○月○日

現地確認結果

（１）活動の実施状況の確認

ｍ ｍ

箇所 箇所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

箇
所

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

ｍ
又
は

箇
所

注１：事業量は、実績報告書の「４．事業の成果」に記入されている事業量を記入する（対象外の施設については「－」を記入する）。

注２：該当する内容について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

注３：地下に埋設されるなど現地で活動の実施状況を確認できない施設については、納品書、写真等で確認する。

（２）活動の実施についての所見

注：実績報告の事業量と合致しない場合は、現地で確認した事業量に修正して、実績報告書の再提出を求める旨を記入する。

（別記３-１様式第５号）

向上活動支援　実施状況確認チェックシート（現地確認用）

市町村名 ○○市 確認者（所属、氏名） 産業振興課　　農林　太郎

対象組織名 ○○地区環境保全会 関係機関の立会者（所属、氏名） ○○土地改良区　水里里 三郎

立会者（構成員） 代表　農林　次郎

対象施設
事業量

確認内容（活動の実施） チェック欄
補修 更新等

１．水路

水路本体 350 50 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

付帯施設 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

２．農道

農道本体 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

付帯施設 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

３．ため池

堤体本体 2 ー 　施工箇所について、現地で確認。 □

付帯施設 ー ー 　施工箇所・延長について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

４．農地に係る施設

農地に係る
施設

ー ー 　施工箇所について、現地で確認。 □

（例）
１．水路本体　補修
　水路の破損部分の補修を行った延長と、実績報告書に記載されている延長が異なります。実績報告書の延長を修正して再提出して下さい。

「活動の実施」について、実績報
告書の事業量が現地で確認で
きなかった場合、「（２）活動の実
施についての所見」欄へ記入し
ます。
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■ 現地確認

実績報告書の「４．事業の成果」に記入され
ている事業量が施工されているか確認し記
入します。対象外の施設については「－」を
記入します。



(３)高度な農地・水活動の実施状況の確認

ha

ｍ

ha

各
単
位

ｍ

ｍ

m3

各
単
位

箇
所

ha

箇
所

ｍ

ha

ha

ha

各
単
位

注１：事業量は、実績報告書の「４．事業の成果」に記入されている事業量を記入する（対象外の施設については「－」を記入する）。

注２：該当する内容について確認した後、チェック欄に「レ」を記入する。

注３：地下に埋設されるなど現地で活動の実施状況を確認できない施設については、納品書、写真等で確認する。

（４）高度な農地・水活動の実施についての所見

注：実績報告の事業量と合致しない場合は、現地で確認した事業量に修正して、実績報告書の再提出を求める旨を記入する。

地方裁量による追加項目
(                      )

ー
・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

（例）
１．循環かんがい施設の保全等
　循環池及び循環かんがい用のポンプについて現地で確認できましたが、実績報告書に記載されている対象面積が、図測の面積と合致しませ
ん。対象面積を再度算定し、面積を修正して再提出して下さい。

水田貯留（排水桝の改良、
畦畔の嵩上げ等）

ー
・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

水田貯留（水位調整板
（管）の設置）

ー
・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

生物の移動経路の確保 ー
・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

水環境回復のための節水か
んがいの導入

ー ・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。 □

水路魚道の設置 ー
・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

生物生息環境向上施設の設
置

1
・施工数量について、現地で確認。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

地方裁量による追加項目
(                      )

ー
・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

３．地域環境の保全

水田魚道の設置（再設置） 2
・施工数量について、現地で確認。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

防風林の設置 ー ・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。 □

ため池等の浚渫 ー ・施工数量について、現地で確認。 □

地方裁量による追加項目
(                      )

ー
・施工数量について、現地で確認（面積や延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

２．農地の保全

グリーンベルト等の設置 ー
・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

水路への木炭等の設置 ー
・施工数量について、現地で確認（延長については図測でも可能）。
・維持管理が適切に行われているか確認。

□

冬期湛水等のためのポンプ
設置

ー ・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。 □

活動項目 数量 確認内容（活動の実施） チェック欄

１．農業用水の保全

循環かんがい施設の保全等 35 ・施工数量について、現地で確認（面積については図測でも可能）。 □

実績報告書の「４．事業の成果」に記入され
ている事業量が実施されているか確認し記
入します。対象外の活動項目については
「－」を記入します。

「活動の実施」について、実績報
告書の事業量が現地で確認で
きなかった場合、「（４）活動の実
施についての所見」欄へ記入し
ます。
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■ 現地確認



（２／３）

467,088 467,088 233,544 233,544 0 387,010 387,010 193,505 193,505 0 350 50 ー ー ― ー ー ー 2 ー ー ー ― ―

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 500 ー 1 ー 60 m (200) ー ー ー ー ー ー ― 230 m

0 0 0 0

0 0 0 0

467,088 467,088 233,544 233,544 0 387,010 387,010 193,505 193,505 0 850 50 1 0 (200) 0 0 2 0 0 0

（注）農地に係る施設については、都道府県が策定する対象施設・対象活動に関する指針で追加した場合、対象とする施設を記載するものとする。

事業の成果（事業量）

３　地域資源保全プランの策定 ４　活動組織の広域化・体制強化 １　施設の長寿命化の取組

交付金の精算額（円） 交付金の精算額（円） 水路 農道 ため池 （農地に係る施設）

堤体本体 付帯施設 （施設名）

合
計

（
円

）

そ
の
他

合
計

（
円

）
地方分

そ
の
他

水路本体 付帯施設 農道本体 付帯施設

計 国分 地方分
補修
(m)

計 国分
更新等

(m)
補修

(箇所)
更新等
(箇所)

補修
(ｍ又は箇所)

更新等
(m)

補修
(箇所)

更新等
(箇所)

補修
(箇所)

更新等
(箇所)

補修
(箇所)

更新等
(箇所)

補修
(○)

更新等
(○)

― ― ―

実施状況確認表
（１／３）

平成 ○○ 年度

○○県 ○○市 ○○協議会 19 １９５２ ********* ○○地区環境保全会 ○ ○ ○ ○ 2,321,464 2,320,464 1,160,232 1,160,232 1,000 2,321,464 1,393,000 0 913,912 0 14,552 477,460 477,460 238,730 238,730 0

○○県 ○○市 ○○協議会 19 １９５２ ********* △△活動組織 ○ ○ ○ ー 2,000,000 2,000,000 1,000,000 1,000,000 0 2,000,000 193,000 856,000 0 910,000 41,000 700,000 700,000 350,000 350,000 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

2市町村　計 2組織 4,321,464 4,320,464 2,160,232 2,160,232 1,000 4,321,464 1,586,000 856,000 913,912 910,000 55,552 1,177,460 1,177,460 588,730 588,730 0

事業費

都
道
府
県
名

市
町
村
名

地
方
負
担
分
の
交
付
団
体
名

対象組織番号

対
象
組
織
名

市町村による
実施状況の確認

交
付
金
の
精
算
額

事
業
期
間

事業の成果 １　施設の長寿命化の取組 ２　高度な農地・水の保全活動

一
期
対
策
の
採
択
年
度

分
類

番
号

書
類
確
認

現
地
確
認

交付金の精算額（円） 支出内訳（円） 交付金の精算額（円）

合
計

(

円

）

水
路

農
道

た
め
池

（
農
地
に
係
る
施
設

）

事
務
費

合
計

（
円

）

そ
の
他

合
計

（
円

）

そ
の
他

計 国分 地方分 計 国分 地方分

３．確認結果の提出
市町村は実績報告書及び書類確認、現地確認の結果を集計して、「実施状況

確認表」を作成します。「実施状況確認表」に対象組織から提出があった実績報
告書、金銭出納簿及び市町村が作成する実施状況確認チェックシートを添付し
て、地域の推進体制を経由して、地方農政局長等へ提出します。
また、実施状況確認チェックシートについては、「実施状況の確認通知書」に写

しを添付して対象組織へ提出します。

■ 確認結果の提出

11

・管内の対象組織から提出された実績報
告書を集計します。・確認を実施した項目に○を記入します。

実施状況確認表

・管内の対象組織から提出された実績報
告書を集計します。



・管内の対象組織から提出された実績報
告書を集計します。

実施状況確認表

（３／３）

その他

(1)循環かんがい

による水質保全

(2)浄化水路によ

る水質保全
(3)地下水かん養

(2)ため池利用に

よる洪水調整
(2)水環境の回復 専門家の指導

3,500 ー ー ー ー ー 2 ー 1 ー ー ー ー ー ― ○ ○

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ー ー

3,500 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1

２　高度な農地・水の保全活動 ３　地域
資源保
全プラン
の策定

４　活動
組織の
広域
化・体
制強化

農業用水の保全 農地の保全 地域環境の保全

（地域特認
取組）

(1)土壌流出防止 (1)生物多様性の回復 (3)水田貯留

生物の移動

経路の確保

（ｍ)

水環境回復

のための節水

かんがいの導入

（a）

循環かんがい

施設の保全等

（a）

水路への

木炭等の設置

（m）

冬期湛水等の

ためのポンプ

の設置

（a）

グリーンベルト

等の設置

（m）

防風林の設置

（m）

水田貯留

（排水桝の改良、

畦畔の嵩上げ等）

（a）

水田貯留

（水位調整板

（管）の設置）

（a）

専門家による

技術的指導

の実施

（回）

ため池等の浚渫

（m3）

水田魚道の設置

（箇所）

水路魚道の設置

（a）

生息環境向上

施設の設置

（箇所）

■ 確認結果の提出
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